
提

出

者

河

村

た

か

し

平
成
十
八
年
六
月
十
三
日
提
出

質

問

第

三

三

五

号

い
わ
ゆ
る
南
京
大
虐
殺
の
再
検
証
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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い
わ
ゆ
る
南
京
大
虐
殺
の
再
検
証
に
関
す
る
質
問
主
意
書

歩
兵
第
一
〇
一
旅
団
指
令
部
伍
長
で
あ
っ
た
私
の
亡
父
、
河
村
�
男
（
か
ね
お
）
は
、
昭
和
二
〇
年
八
月
一
六
日
に
武
装
解

除
さ
れ
て
い
た
南
京
に
到
着
し
、
南
京
市
郊
外
の
棲
霞
寺
に
翌
二
一
年
の
一
月
ま
で
滞
在
、
同
年
三
月
に
帰
国
し
た
。
同
寺
に

は
司
令
部
の
約
二
五
〇
人
が
滞
在
し
て
い
た
が
、
彼
の
地
で
大
変
手
厚
く
遇
さ
れ
、
生
き
永
ら
え
る
こ
と
が
出
来
た
と
感
謝
し

て
い
た
。

そ
こ
で
、
戦
後
五
〇
年
と
な
る
一
〇
年
前
、
当
時
の
戦
友
た
ち
は
、
当
時
の
南
京
市
民
の
も
て
な
し
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と

し
て
、
寄
付
金
を
募
り
、
南
京
市
に
一
千
本
の
桜
を
寄
付
し
、
体
調
の
悪
い
父
に
代
わ
り
母
が
訪
中
し
た
。
そ
の
母
も
昨
年
一

〇
月
亡
く
な
っ
た
。

彼
の
地
に
お
い
て
大
虐
殺
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
わ
ず
か
八
年
後
に
こ
の
よ
う
な
心
温
ま
る
交
流
が
実
在
し

え
る
と
は
思
え
な
い
。
そ
こ
で
、
い
わ
ゆ
る
南
京
大
虐
殺
事
件
に
つ
い
て
再
検
証
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
に
至
っ
た
。

植
樹
一
〇
年
目
の
今
年
、
私
も
三
名
の
元
日
本
兵
と
と
も
に
南
京
市
を
訪
れ
、
改
め
て
感
謝
の
思
い
を
伝
え
て
き
た
が
、
同

時
に
南
京
事
件
記
念
館
も
訪
問
し
た
。
こ
の
よ
う
に
深
い
ご
縁
の
あ
る
者
と
し
て
、
正
し
い
相
互
理
解
を
ふ
ま
え
た
真
の
日
中

友
好
を
促
進
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
以
下
の
通
り
質
問
す
る
。

一



一

日
本
政
府
の
南
京
大
虐
殺
に
関
す
る
正
式
見
解
は
聞
い
た
こ
と
が
無
い
、
と
い
う
石
原
慎
太
郎
東
京
都
知
事
の
批
判
に
答

え
て
、
沼
田
外
務
報
道
官
は
平
成
一
一
年
五
月
一
四
日
の
記
者
会
見
で
、
南
京
大
虐
殺
に
つ
い
て
は
「
非
戦
闘
員
の
殺
害
あ

る
い
は
略
奪
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
事
実
」
（
平
成
一
一
年
五
月
一
五
日
付
け
朝
日
新
聞
）
と
述
べ
た
。

ま
た
、
子
供
た
ち
が
学
ぶ
歴
史
教
科
書
を
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
教
科
書
が
南
京
虐
殺
を
記
載
し
て
お
り
、
教
科
書
に

よ
っ
て
は
二
〇
万
人
虐
殺
と
い
う
記
述
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
当
然
日
本
政
府
の
見
解
と
み
な
さ
れ
る
が
、
そ
う
理
解
し

て
よ
い
か
。

二

今
日
ま
で
の
間
に
研
究
が
進
み
、
新
た
な
史
料
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
先
月
、
亜
細
亜
大
学
の
東
中
野
修
道
教

授
が
出
さ
れ
た
『
南
京
事
件

－
国
民
党
極
秘
文
書
か
ら
読
み
解
く
』
は
、
戦
争
相
手
国
で
あ
っ
た
中
国
国
民
党
政
府
の

中
央
宣
伝
部
の
極
秘
文
書
を
も
と
に
南
京
事
件
を
解
明
し
て
い
る
。
同
書
に
は
、
こ
れ
ま
で
長
い
間
南
京
大
虐
殺
の
動
か
ぬ

証
拠
と
見
な
さ
れ
て
き
た
市
民
虐
殺
の
告
発
本
、
テ
ィ
ン
パ
ー
リ
編
『
戦
争
と
は
何
か
』
は
、
国
民
党
中
央
宣
伝
部
の
制
作

し
た
宣
伝
本
だ
っ
た
こ
と
が
、
国
民
党
の
極
秘
文
書
『
中
央
宣
伝
部
国
際
宣
伝
工
作
概
況
』
の
中
に
明
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
極
秘
文
書
の
『
中
央
宣
伝
部
国
際
宣
伝
工
作
概
況
』
（
一
九
四
一
年
）
に
よ
れ
ば
、
戦
争
相
手
国
だ
っ
た
中
国

国
民
党
政
府
は
日
本
軍
の
市
民
虐
殺
と
捕
虜
虐
殺
を
指
摘
す
ら
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
否
定
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

二



る
。
さ
ら
に
、
毎
日
の
よ
う
に
開
か
れ
て
い
た
国
民
党
中
央
宣
伝
部
の
記
者
会
見
で
も
南
京
大
虐
殺
は
話
題
に
す
ら
上
っ
て

お
ら
ず
、
従
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
は
も
と
よ
り
、
国
民
党
中
央
宣
伝
部
で
さ
え
南
京
大
虐
殺
を
極
秘
文
書
の
な
か

で
非
難
し
て
い
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
、
そ
も
そ
も
、
南
京
大
虐
殺
の
源
流
と
な
っ
た
の
は
、
虚
偽
の
新
聞
報
道
で
あ
り
、
戦

争
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
本
の
テ
ィ
ン
パ
ー
リ
編
『
戦
争
と
は
何
か
』
で
あ
っ
た
と
喝
破
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
新
た
な
研
究
成
果
を
、
政
府
は
把
握
し
歴
史
の
再
検
証
作
業
を
行
っ
て
い
る
か
否
か
。

三

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
非
戦
闘
員
の
殺
害
は
否
定
で
き
な
い
事
実
」
と
い
う
政
府
見
解
や
、
日
本
軍
は
市
民
や
捕
虜
を

殺
害
し
て
国
際
的
な
非
難
を
浴
び
た
と
い
う
教
科
書
記
述
は
い
っ
た
い
何
を
根
拠
と
し
て
い
る
の
か
。
市
民
虐
殺
と
捕
虜
虐

殺
が
あ
っ
た
と
明
確
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、
南
京
陥
落
当
時
の
、
既
に
検
証
さ
れ
た
記
録
を
ご
教
示
い
た
だ
き
た
い
。

四

旧
日
本
軍
兵
士
の
聞
き
取
り
調
査
等
に
よ
り
、
南
京
大
虐
殺
を
行
っ
た
と
い
う
証
言
を
得
た
こ
と
は
あ
る
か
。
ま
た
、
南

京
市
民
に
お
い
て
、
親
族
が
虐
殺
さ
れ
た
と
い
っ
た
類
の
証
言
な
い
し
証
言
録
を
政
府
は
取
得
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

五

政
府
見
解
は
再
考
の
余
地
が
無
い
と
考
え
る
か
否
か
。

六

前
述
の
東
中
野
教
授
の
著
書
、
『
南
京
事
件
「
証
拠
写
真
」
を
検
証
す
る
』
で
は
、
南
京
大
虐
殺
の
証
拠
写
真
と
し
て
通

用
す
る
も
の
は
一
枚
も
無
か
っ
た
と
の
研
究
成
果
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
中
国
政
府
は
南
京
事
件
記
念
館
に
そ
れ
ら
の

三



写
真
を
展
示
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
対
し
て
日
本
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て

い
る
の
か
ご
教
示
い
た
だ
き
た
い
。

七

南
京
事
件
記
念
館
を
利
用
し
た
反
日
感
情
増
大
政
策
は
、
日
中
友
好
に
対
す
る
重
大
な
悪
影
響
を
も
た
ら
す
と
考
え
る

が
、
日
本
政
府
と
し
て
は
こ
の
悪
影
響
を
取
り
除
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
努
力
を
し
て
い
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

四


